
平 成 24年 度 決 算 の 状 況

平成24年 F_決算については 一般会計 各特別会針ともに黒字となりました

また 平成 19年度決算から公表が義務付けられた健全イヒ判断比率は 実質公慎棄

比率が144%将 来負担比率が1063●6となり いずれも早期健全化の基準に (実

質公優費比率25■以上 将来負担比率 350ヽ以上 )内となり 昨年度より数にも改善し

ました

町の

"金
ともいうべき財政調整基金の年度末現在高は 前年度末より2億 1 335万

8千 円増え11億 8560万 6千円となりました。また 町全体の町● (借入金 )の年度末

残高は112修 5085万 5千円となり 前年度末より6820万 3千円少なくなりました
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用 語 解 説

会計の種類

―殷会計   町の基本的な行政運営を行うための経費 特
'1会=1以

外の経費を処理する

特別会計   特定の■業を行ぅた , 特定の歳入で特定の文出を賄うために独立してつくられ
た会 ,I

l 歳入
一般財源   使いみちが決められていなくて 自由に使える収入 (町税 地方交付税など)
特定財源   特定の事業に充てなければならない収入 (国 県支出金 町債 負In金など)

自主財猥    町が自らの手で徴収又は収約できる収入 (町税 分ユ金及び負担金 使用料及び
手数料など)

依存財源   国や県から交付される収入 (地方交付和 国 県支出金など)

普通交付税  全国どこの市町ttに住んでいても一定水準の行政サービスが受けられるよう 国
が一定の基準によりお金を交付するもの

特別交付税  普通交仕税で交仕されない市ヽヽ ごとの特徴的な事業や実情により交付されるも
の 本町では 除言贅 町民′`ス運行経費 ケープルテレビ運営運資などの経費
が交仕されている

2 歳出
目的別決算額 行政活動のどの分野にどれだけのお金を使用したかを表すもの。(総務贅 民生費

腱ホ水産業妻 土木費など)
性貫別決算額 行政活動のどのような性質にお金を使用したかますもの (人件費 快助贅 物件

費など)『その他の経費Jに ま 物ll贅 維持補償費 補助費等 積立金 投資及
び出資金 貸付金 換出金などがある

経常収支比率 町税 普通交付税のようにllいみちが特定されてなく 毎年度経常的に収入され
る財源 (経常一般財源)の うち 人件齋 扶助費 公債費のように毎年度経常的
に,出 される経ltに支出されたものが占める割合で 財政構造の弾力性を表す指
標 この比率が高くなるほど財政構造が硬直化しており 経常的経贅の抑制に努
める必要がある

3 決算収支の状況
翌年度に繰越 町の会計は年度毎に決算を行うため 実施している事業が当該年度内に完了しな
すべき財源  かった撼合 翌年度にT・いて文出する生篤

実質収支   歳入歳出差,猥から ■年度に繰理すべき財源を差し0いた純剰余金

単年度収支  当該年度の実質収支から 前|=度の実質収支 (前年度からの繰越金)を差し,い
た金額で 町の当該年度のみの実質IIIな収入と支出の差額 (前年度までの収支の
早凛を考慮しないもの

'を
表すもの
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単年度収支の||には財政調整基金への積立といった実質的黒字要素や財政調糀基

金からの取崩しといつた実質的赤字要素が含まれているので これらの要素を除
いた場合の単年度の収支状況を表すもの

財政調整基金 町の貯金 予算に不足が生じた場合は取扇しを行ない 余裕ができた場合に薇立
をする

財●1指致の状況

財政力指数  歳入の自主性 自ウ性を示す指標 標準的な行政を行うのに必要な経費 (基準財
政需要帥 に自前の財捩 (3準財政収入額)で どれだけ対応できるかを表してお

り 過去 3年間の平均値により算出する この数値が『 11に近く あるいは い J
を越えるほど財源に余裕があるといえる

実貫単年度

収支

公使費負担

比率

実質収支比率 決算収支の状況を表すもの 長期的な財政収支の均衝や掟
'性
を保持していくに

は 実質収支を一定の単椰 に保つていく必要があるが 一般的にはこの実質収
支比率が 3～ 5・ .の範囲にあるのが望ましいとされている

経常―級財順 標準財政規模 (※)に対する経常一般財源の割合 この数値が『100jを越える
比率     度合いが高いほど財源に余裕があつ 歳人構造に余裕がある

※その町が標準的な状態で通常収入されるであろう一般財派の規模

公債費比率等の状況

公使贅比率  公薇費の一般財源に占める割合

公債費に充てられた一般財源の一般財源総額に対する割合 率が高,ヽまど財政這
普の硬直化の高まりを示し 15・椰 警戒ライン 20●●が危険ラインとされる

革公債費比早 公債贅比率に債務負担行為 (※)に基づく当該年度支出額の内の一般財源等で文
出する金額を力,塁 した 実質的な情入金の返済の負,状況を表す指標であり ヽ
に公債費比率との乖離が大きい場合は注意がる要

※公債費以外で町が将来負担する全■ 土地改良事業の債還全など

地方■年度末 一般会計の各年度未 (翌■ 3月 31日 夏在)におけるい 、金の金額
残高

健全化判lF比率の状況

腱全化判断  濶式19年度決算より財攻求ユを客観的に表し 財政の早蝸健全化や再生の必要
比率

①,貢赤字比
革

性を判断するものとして 次の4つの財政檜標と資金不足比事により判定しま九

また 監査委員の書査に仕した上で識会に報告し 公表しなければなりません

一般会計の赤字のた座を指標イとし 財政運営の深刻度を示す指標.
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C連結実質赤  すべての会計の●1字や■iを合,し ttFと しての赤字の,IFを 指標化し 財政
字比率    運営のII列度を

「

す指l●

0実質公債費  従来の起輸 1●比率に公営企業や Jli務組舒等の元Ⅲ償E全について普通会:|
比率     が負担している額などを新たに算入したもので ‖Ⅲ ■4に 1111す る|十人今返出

●サれを示十指絆 (過■3"年の平均11)

④将来負担比   tl会 計の借入金 (地方■)や■夫支払っていく,∫に引:のある●担等の残高の程

旱      質をr.標化し ,来財政をF迪●るかどうかを示す指標

0資金不足比  会営↑業が赤宇決車となつた場合に FI全収入 t対 して資やの不足額がどの社■
率      あるのかを示す指標
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平成24年度

西会津町歳入歳出決算総括表

単位 :千円

ll● ‐̂ 計 名 歳 入 総 額 晟 出 総 額 歳入歳 出差引額

l 般
ム
メ 言 「 6 979 430 6 78, 395 190 035

2 工 業 団 地 造 成 事 業 特 ,1会 .l 18 0 18

3 商 業 国 地 造 成 事 業 特 別1会 計 16 '59 3 465 1' 494

4 住 宅 団 地 道 成 事 業 特 別 会 計 8 657 7 132 1 625

5 下 水 道 施 設 事 業 特 別,会 計 214 670 210 954 3 716

6 農業集落徘水処理事業特別会計 101 448 99 230 2, 218

7 個 ア1排 水 処 理 事 業 特 Яl会 計 48 381 45,274 3 107

8 後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 100,926 100 483 443

9
険
計

朗
本
´職別

国
特

事 業 勘 定 1 073 967 1 029 179 44,7SS

診 療 施 設 勘 定 277 706 258 769 18 937

10 介 護 保 険 特 別 会 .l 094 806 984 470 10 335

11 筒 易 水 道 等 事 業 特 卿1会 計 104 100 99 671 4 429

計 9,921 067 9 628 022 293 045
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L 歳入決算預の状況
(単位 |千円 ・ 7,)

区 分
平 成 22年 度 平 成 23年 度 平 成 24年 度

決 算 額 増 減 ■ 決 算 頷 増 減 率 決 算 額 地 減 卒

歳 入 6081 777 25 6688840 10() 6,79430 43

(単イ立 :千円 ・ /・ )

区 分
平 成 22年 度 平 成 23年 度 平 成 24年 度

決 算 額 溝 成 比 決 算 額 祥 成 比決 算 頷 構 成 比

l 町        税 60431, 9, 617446 92 605 105 87

2地 方 議 与 税 101 457 17 ,8898 15 9232, 13

3利 子 ヨ 交 付 金 1 570 00 1 225 00 1 021 00

4配 当 割 交 ● 今 531 00 547 00 594 00

5 株式等護渡所得前交付金 147 00 l14 00 137 OO

6 地 方 消 費 税 交 付 全 67676 11 63274 10 60716 0,

7 自動 車 取 得 税 交 付 金 19 129 03 15846 02 25687 04

8 1L方 特 例 交 ● 全 17 199 00 17270 03 l 102 00

9地 方 交 付 税 ,011 604 495 3026015 452 1013129 436

10 交通安全対策制 交付金 1 006 00 1 000 00 1 034 00

ll ,担 全 及 び 負 担 全 21 958 04 33225 05 31 441 05

12 使 用 tl及 び 手 数 ll 133,46 22 140550 21 146616 21

13 国  庫 支 出 金 701 612 l15 438636 73 429999 62

14県 支 出 全 385259 63 723734 108 l 127861 16 2

15 財   産   l・   入 9 126 02 8 316 Ol 13 766 02

16 常    ll    全 2590 01 l,9,7 02 2652 00

17 絆 入 全 168134 28 9ヽ5758 59 329 55S 47

18 ,    越 金 150498 25 210551 32 197 262 28

19 諸    収    入 44886 07 89238 14 65621 09

20 町         債 6S, 100 105 743 100 11 1 80,800 l15

ム
ロ :| 6081 777 1000 6688840 1000 6979430 1000
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け 源構成の状況〕
立 :十円 %

区 分

平 成 22年 度 平 成 23年 度 平 成 24年 度

決 算 額 構 成 比 決 算 額 構 成 比 決 算 額 構 成 比

般 財 源 4489 150 738 4747569 71 0 4 59266S 658

特 定 財 源 1 592627 262 1941271 2,0 2386862 342

合   計 6081 777 1000 6688840 1000 697,430 1000

自 主 財 源 1 135457 18 7 1 509081 226 1392021 199

依 存 財 源 4946320 81 3 5 179759 7,4 5 587,409 80 1

〔地方交付れの推移〕

(単位 ,千円 %)

区 分

平 成 22年 度 平 成 23年 度 平 成 24年 度

決 算 額 増 減 率 決 算 額 増 減 率 決 算 額 増 減 率

普 通 地 方 交 付 税 2612352 45 2600587 △ 05 2●●20342 03

特 別 地 方 交 付 税 ,99252 26 426478 66 422787 △ 06

合   計 3011604 42 8026015 05 3043 129 06

(歳入総額に占めるコ合) 495 452 436
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2 歳出決算額の状況
(単位 :千円 %)

区 分
平 成 22年 /_F 平 成 28年 度 平 成 24年 度

決 算 額 増 減
=
決 算 額 増 減 率 決 算 額 増 減 率

歳 出 5871 329 16 6● 1 578 100 678,005 46

[目 的別決算額 ,
(草t,千 円 %)

区 分
平 成 22年 度 平 成 23年 度 平 成 24年 度

決 算 額 構 成 比 決 算 複 構 成 比 決 算 額 構 成 比

l 義 本
一 費 80064 14 105603 16 91091 14

2 総   務 贅 1642481 280 1871596 289 1 674 576 24 7

3 民   生   費 964868 164 1 074 362 166 1452726 214

4 衛   生   費 539399 92 468840 72 142306 65

5 労   働   費 32.444 05 35 138 05 61777 09

6 晨 沐 水 産 業 資 395639 67 456073 ,0 359234 53

7 商   工   贅 62934 ll 71 998 11 80540 12

8 土   木   費 667633 H4 762389 l17 302600 l18

9 消   防 贅 228 524 39 23S,967 37 2,9219 35

10 教   育 費 446413 76 451692 70 577267 35

ll 災 害 復 目 費 16269 03 176694 27 212078 31

12 公   ●   費 794661 135 778226 120 ?95981 H7

Ａ
ロ 計 5871 329 1000 6● 1578 1000 6789 395 1000
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〔性質卿決算額]
(単位 :千  ヽ%)

区 分
平 成 22年 度 平 成 23年 度 平 成 24年 度

決 算 額 ‖ 成 ,L 決 算

“

構 成 比 決 算 額 構 成 比

義
務
的
堡
変

人  作 脅 094628 16 9 981 136 161 9:1,10 134

,  助 費 378 579 65 379687 58 879 785 100

公  債  費 794661 135 778226 120 ?95981 l17

りヽ 計 2167868 360 2 139049 329 2587 076 38 1

投
資
的
経
費

普 通 建 設 費 971461 165 1 105 231 170 10,9673 162

災 害 在 日 費 16269 03 176694 27 21207S 31

小  計 987'30 16 8 121.1975 197 1 311751 193

そ の 他 ′)

`
費 2715731 463 3070554 474 2890568 426

ム
ロ 計 5,71 329 1000 649157S 1000 6789 395 1000

〔経常収支IL辛〕
(単● :%)

区 分 平 成 22年 度 平 成 23年 度 平 成 24年 度

人 件    費 252 266 24 1

物 件 費 12 6 123 ll'

維 持 精 修 資 16 18 23

ま 助 費 37 34 38

綺 助  費  等 83 84 81

公 債 費 209 209 21 2

操 出    全 121 125 13 1

合   .T 81 3 849 845
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3 決算 I●支の状況
(罰i:千 円 )

区 分 平成 22年度 平成 23年度 平成 24年度

歳 入 総 額 A 6081 777 6も88640 6979430

歳 出 裕 額 3 5871 329 6491 573 678,395

歳 入 歳 出 差 ]| 額 C(A-3) 210448 197 262 1,0035

翌年度 に繰 り越すべ き財源 D 42364 36711 56292

■ 質 収 ヽ E(C―D) 163034 160551 133743

単 年 度 収 支 f([前年度E) 41537 △ 75,8 △ 26808

財 政 調 整 基 金 積 立 全 G 487929 504293 485327

綽 上 債 還 金 H 0 0 l 13,

財 政 調 整 基 金 取 崩 額 I 154388 382315 272469

実 質 単 年 度 収
=
F℃+|[― I 075078 113945 187189

4 財政指数の状況
(単位 :%)

区 分 平成 22年度 平成23年度 平成 24年度

財政力指数(暑を争器等票暑) 0197 0 197 O194

′
て
ヽ
率比〓瞑質実
実
一標
質 収 支

)準 財 政 規 慎
45 ●

●
―
， 37

経常一般財源比率
(

経常一般財源収入額
)標 準 財 政 規 模

93 1 954 945

経 常 収 支 比 宇 (
経常経費充当―証財源

)経 常 一 般 財 源
843 S49 845

※財政力指数は
'F年
度の数値
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5 公債贅比率等の状況

6 健全化判断比率の状況

(劇立:千円 %)

区 分 平成 22年度 平成 23年度 平成 24年度

公 債 費 :ヒ 率 89 85 ,9

公 債 要 負 担 比
=

160 157 16?

準 公 債 賛 比 率 96 94 83

地 方 債 年 度 末 魂 在 高 6735170 6797386 6896510

る
率
め
入
占
」́　一^一オ

額
■
還
付
憤
交
債方
通

枷̈
¨
並
曰

657% 66鶴 683%

普 通 交 付 税 策 入 額 4.425,007 4533856 4 710 316

実 質 一 般 財 源 負 担 額

( 負 担 率 )

2310 163

(343"

2263 530

(383"

2 186 194

(317%)

債 務 負 恒 ● 為 翌 年
度 ll降 文 出 予 定 額
(う ち公債費に準じるもの)

589513

6482つ

231957 99249

(26 665)(33343)

(単位 :%)

区 分 平成 22年度 平成 23年度 平成 24年度

実 質 赤 字 比 率  (1500)

連結実質赤字比率   (2000)

実 質 公 債 費 IL■   (250) 162 15 3 144

将 来 負 担 比 ■  (3500) 127 1 l181 1063

資 金 不 足 比 率  (200)
(  )は 早期建全イヒ基準値
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